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７
月
20
日
投
開
票
の
参
議

院
選
挙
で
、
政
権
与
党
の
自

民
党
と
公
明
党
が
大
敗
し
、

衆
院
に
続
い
て
過
半
数
割
れ

と
な
り
ま
し
た
。
国
民
の
物

価
高
騰
の
下
、
裏
金
問
題
・

金
権
政
治
へ
の
怒
り
が
噴
き

出
し
投
票
行
動
に
表
れ
た
結

果
で
す
。

給
付
金
を
掲
げ
た
自
民
党
・

公
明
党
に
対
し
て
消
費
税
の

減
税
・
廃
止
を
打
ち
だ
し
た

野
党
の
得
票
数
は
２
・
１
倍

で
、
議
席
数
で
も
１
・
５
倍

と
圧
倒
し
て
い
ま
す
。
消
費

税
減
税
に
つ
い
て
は
野
党
の

主
張
に
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が

重
い
消
費
税
の
減
税
財
源
は
、
大
企
業
、

富
裕
層
を
優
遇
す
る
不
公
平
な
税
制
を
正

し
て
賄
う
べ
き
で
す
。

重
要
な
こ
と
は
、
選
挙
結
果
に
示
さ
れ

た
民
意
に
基
づ
い
て
一
致
点
を
見
出
し
て

野
党
が
結
束
し
て
秋
の
臨
時
国
会
で
「
消

費
税
減
税
」
と
「
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
」
の

法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
与
党
に

は
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
１
１
０
か
国
・
地
域
が
消
費

税
に
当
た
る
付
加
価
値
税
を
減
税
し
て
い

ま
す
。

生
活
不
安
が
広
が
り
、
中
小
企
業
の
倒

産
が
増
加
す
る
な
ど
国
民
の
我
慢
は
限
界

で
す
。

参
院
選
の
結
果
を
受
け
て
暮
ら
し
を
守

る
政
治
へ
転
換
を
！

７
月
24
日
、
猛
暑
を
つ
い
て
、
恒
例
の

24
日
宣
伝
、
あ
ま
り
に
熱
い
の
で
木
陰
に

よ
っ
て
宣
伝
し
ま
し
た
。
参
院
選
で
自
公

が
過
半
数
割
れ
に
こ
れ
で
国
会
で
衆
参
両

方
過
半
数
に
な
り
、
「
消
費
税
は
な
く
し

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

消
費
税
を
な
く
す
板
橋
の
会
と
消
費
税

廃
止
板
橋
連
絡
会
は
、
定
例
宣
伝
日
を
繰

り
上
げ
、
17
日
に
仲
宿
商
店
街
で
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

「
７
月
の
食
品
が
２
１
０
０
品
目
余
り
値

上
げ
、
消
費
税
緊
急
減
税
は
待
っ
た
な
し
。

財
界
は
大
企
業
、
富
裕
層
の
優
遇
税
制

是
正
と
大
企
業
減
税
中
止
で
減
税
財
源
は

十
分
で
す
。
企
業
、
団
体
献
金
を
貰
っ
て

る
政
党
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
確
か
な
政
策

を
示
し
て
い
る
政
党
を
勝
た
せ
て
、
消
費

税
の
５
％
減
税
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
、
署
名
22
人
、
３
カ
月
連
続
二
ケ
タ

に
、
チ
ラ
シ
１
３
０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

消費税をなくす全国の会、東京の会、豊島の会の合同

定例宣伝署名作戦。豊島の儀間区議。が訴えました。

「ホントに消費税はなくしてほしい、自民党の裏金問

題はあきれる。誰のための政治をやってるのかしら、

物価が上がって大変なのよ！」と通行人が訴えました
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消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会

第
36
回
総
会

10
月
４
日
（
土
）

全
商
連
会
館

夏
季
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
０
２
５
年
度
夏
季
募
金
へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「NO
消
費
税
」

東
京
版
を
引
き
続
き
発
行
で
き
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
NO
消
費
税
」
の
読
者

５
０
０
０
人
を
達
成
し
て

迎
え
ま
し
ょ
う
。

1999年1月18日第3種郵便物認可

３
か
月
連
続
２
ケ
タ
署
名
・
板
橋
の
会

選挙掌理へ仲宿商店街で宣伝 板橋の会

自
公
大
敗
を
追
い
風
に

減
税
実
現
へ

消
費
税
税
廃
止
東
京
各
界
連
絡
会
も
宣
伝

７
月
23
日
JR
大
塚
駅
で
、
消
費
税
廃
止
東

京
各
界
連
絡
会
が
宣
伝
・
署
名
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
弁
士
が
出
て
交
代
で
訴
え

ま
し
た
。
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
か

ら
も
弁
士
が
訴
え
ま
し
た
。

5
％
か
ら
廃
止
へ
、
暮
ら
し
と
平
和
を
守
ろ
う

危
険
な
参
政
党

今
回
の
参
院
選
で
、
外
国
人
へ
の
差
別
、
蔑

視
・
憎
悪
を
あ
お
る
排
外
主
義
の
参
政
党
が

急
速
に
国
民
の
支
持
を
集
め
た
。
ア
ジ
ア
人

へ
の
蔑
視
・
差
別
は
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
に

対
す
る
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
正
当
化
し
、

支
え
た
心
情
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
を
許
す
な

ら
ば
再
び
ア
ジ
ア
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
か
ね

な
い
。
実
際
参
政
党
が
提
起
す
る
新
憲
法
草

案
は
、
近
代
日
本
の
侵
略
戦
争
遂
行
を
可
能

に
し
た
天
皇
が
支
配
す
る
国
家
、
人
権
を
保

障
し
な
い
国
家
を
構
想
し
、
そ
の
理
念
の
下

で
核
武
装
の
推
進
す
る
主
張
す
る
危
険
極
ま

り
な
い
も
の
で
す
。

埼玉から飛び入りで弁士に

排
外
主
義
と
戦
争
美
化
に
は
NO
を

い
ま
こ
そ
暮
ら
し
を
守
る
政
治
へ



一
律
５
％
で
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
へ

６
月
１
日
11
時
か
ら
雑
色
駅
前
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
１
０
０
枚
、

シ
ー
ル
投
票
も
行
い
ま
し
た
。

若
者
が
、
こ
ち
ら
を
見
な
が
ら
親
指

を
た
て
、
ニ
コ
ニ
コ
と
前
に
進
み
、
」

署
名
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ま
た
高
校
生
の
数
人
が
き
て
、
シ
ー

ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。

消
費
税
は
減
税
、
借
金
は
イ
ヤ
だ
と
言
っ

て
シ
ー
ル
を
ペ
タ
リ
。

消
費
税
は
５
％
へ
の
減
税
に
必
要
な

財
源
は
15
兆
円
。
大
企
業
・
富
裕
層
へ

の
行
き
過
ぎ
た
優
遇
を
止
め
さ
せ
る
こ

と
で
財
源
は
生
み
出
せ
ま
す
。

庶
民
に
は
大
増
税
、
大
企
業
。
富
裕

層
に
は
大
減
税
！
こ
れ
を
変
え
れ
ば
実

現
で
き
ま
す

７
月
の
参
院
選
は
、
自
民
・
公

明
与
党
が
衆
院
選
に
続
い
て
過
半

数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

国
民
の
７
割
以
上
が
求
め
た
消
費

税
減
税
を
掲
げ
た
政
党
は
８
党
に

及
び
、
多
数
と
な
り
、
新
し
い
政

治
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ

そ
の
政
党
に
は
、
「
自
民
党
の
補

完
勢
力
」
も
含
ま
れ
、
改
憲
政
党

が
３
分
の
２
を
上
回
っ
た
こ
と
、

極
右
・
排
外
主
義
の
潮
流
が
伸
び

た
こ
と
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
今
回
、
「
市
民
と
野
党
の

共
闘
」
は
、
１
人
区
17
で
行
わ
れ
、

12
区
で
勝
利
し
、
共
同
の
広
が
り

は
確
信
に
な
り
ま
し
た
。

自
公
与
党
の
過
半
数
割
れ－

消
費
税

「減
税
」政
党
が
多
数

自
民
・
公
明
党
は
、
物
価
高
騰

に
た
い
す
る
無
策
、
裏
金
や
「
政

治
と
カ
ネ
」
な
ど
に
対
す
る
厳
し

い
批
判
で
、
両
党
は
47
議
席
、
得

票
数
は
１
８
０
２
万
票
で
し
た
。

一
方
、
消
費
税
の
「
何
ら
か
の
減

税
」
を
掲
げ
た
政
党
８
党
は
69
議

席
、
３
７
７
６
万
の
得
票
で
、
自

公
の
得
票
の
２
倍
以
上
で
し
た
。

「
何
ら
か
の
減
税
」
と
は
、

「
消
費
税
廃
止
」
「
５
％
へ
の
減

税
」
「
食
料
品
ゼ
ロ
税
率
」
、
こ

れ
ら
の
期
限
を
設
け
る
な
ど
の
条

件
が
あ
る
か
ら
で
す
。

消
費
税
減
税
の
公
約
守
れ
の
大
運

動
を参

院
選
で
も
多
数
と
な
っ
た

「
消
費
税
減
税
」
を
公
約
し
た
政

党
が
、
一
致
点
で
行
動
す
る
な
ら

ば
、
国
民
の
「
生
活
は
限
界
」

「
減
税
し
て
」
の
切
実
な
願
い
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
消

費
税
廃
止
を
め
ざ
し
、
『
た
だ
ち

に
減
税
５
％
』
」
が
実
現
す
る
な

ら
平
均
的
な
世
帯
で
12
万
円
の
減

税
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ

の
た
め
に
公
約
を
守
っ
て
「
消
費

税
減
税
を
」
の
要
請
を
国
会
事
務

所
、
身
近
な
地
元
国
会
議
員
、
政

党
に
要
請
す
る
大
運
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
自
民
党
に

も
「
消
費
税
減
税
」
を
主
張
す
る

国
会
議
員
が
い
る
の
で
与
党
の
議

員
に
も
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
都
道
府
県
・
市
町
村
議

会
へ
「
消
費
税
減
税
５
％
」
「
イ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
」
の
国
へ
の
意
見

書
採
択
の
要
請
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

極
右
・排
外
主
義
な
ど
と
の
闘
い
が
重

要
に維

新
・
国
民
・
参
政
・
保
守
は
、

消
費
税
に
つ
い
て
何
ら
か
の
減
税

を
公
約
し
た
一
方
で
、
自
民
党
の

補
完
勢
力
と
い
う
本
質
が
い
よ
い

よ
明
ら
か
で
す
。
今
回
、
参
院
選

で
補
完
勢
力
４
党
は
40
人
が
当
選

し
、
そ
の
結
果
、
改
憲
勢
力
は
参

議
院
で
３
分
の
２
を
上
回
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
参
政
党
は
、
14
議

席
を
占
め
ま
し
た
が
、
そ
の
主
張

は
超
右
翼
で
す
。
１
、
２
の
例
に

と
ど
め
ま
す
が
、
「
新
日
本
憲
法

(

構
想
案)

」
で
「
天
皇
は---

国
を

し
ら
す(

統
治
な
さ
る)

」
と
明
治
憲

法
と
同
様
に
明
記
。
「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
に
「
外

国
人
の
生
活
保
護
が
増
え
て
い
る

(

実
際
は
減
っ
て
い
る)

」
、
「
外
国

人
の
犯
罪
が
増
え
て
い
る(

こ
れ
も

減
っ
て
い
る)

」
と
デ
マ
を
ふ
り
ま

き
、
一
部
メ
デ
イ
ア
も
無
批
判
に

報
道
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
一
定
に
広
が
っ
た
根

底
に
は
、
国
民
の
暮
ら
し
の
深
刻

な
困
難
と
閉
塞
感
が
あ
り
ま
す
。

本
来
の
「
ラ
イ
フ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

(

暮
ら
し
・
い
の
ち
第
一)

を
対
置
し

て
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
廃
止
め
ざ
し
「
減
税
」は
攻
勢

的
・歴
史
的
な
闘
い

消
費
税
は
、
１
９
８
８
年
に
法
律

が
成
立
、
89
年
４
月
か
ら
３
％
で

導
入
さ
れ
、
96
年
に
５
％
、
14
年

８
％
、
19
年
に
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
増
税

勢
力
に
対
し
て
「
消
費
税
廃
止
」

と
と
も
に
「
増
税
反
対
」
で
た
た

か
い
財
界
の
要
求
す
る
15
％
、
19

％
を
阻
止
し
て
き
ま
し
た
。
だ
が

率
直
に
言
え
ば
「
増
税
反
対
」
は

守
り
の
闘
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
８
％
、
10
％
に
な
っ

て
か
ら
は
「
消
費
税
廃
止
め
ざ
し
、

た
だ
ち
に
５
％
に
減
税
を
」
と
攻

勢
的
な
要
求
を
掲
げ
て
闘
っ
て
き

ま
し
た
。
参
院
選
を
受
け
て
衆
参

と
も
与
党
過
半
数
割
れ
と
な
り
、

何
ら
か
の
「
減
税
」
を
掲
げ
た
政

党
が
多
数
に
な
っ
た
条
件
の
も
と

で
、
確
信
を
も
っ
て
草
の
根
か
ら

公
約
実
現
の
と
り
く
み
を
攻
勢
的

に
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

参
院
選
後
の
会
の
活
動
と
そ
の
歴
史
的
意
義

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
常
任
世
話
人
・

木
口

力

減
税
・
廃
止
へ
の
国
会
論
議
を

大
企
業
の
税
負
担
を
軽
く
、

企
業
団
体
献
金
の
97
％
が

自
民
党
に

消
費
税
は
１
９
８
９
年
４
月
、
財
界
の

求
め
に
応
じ
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
法
人

税
や
所
得
税
を
減
税
し
て
消
費
税
を
増
や

す
ね
ら
い
を
「
直
間
比
率
の
是
正
」
と
言

い
換
え
て
「
輸
出
還
付
金
制
度
」
と
共
に

強
行
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
36

年
、
１
９
８
８
年
度
と
２
０
２
４
年
度
を

比
較
し
た
法
人
税
３
税
と
所
得
税
・
住
民

税
の
税
収
は
６
１
３
兆
円
も
減
る
一
方
で
、

消
費
税
収
は
累
計
５
３
９
兆
円
に
達
し
ま

し
た
。
輸
出
上
位
の
20
社
に
対
す
る
消
費

税
の
還
付
金
は
年
間
２
兆
円
を
超
え
、
大

企
業
の
内
部
留
保
は
５
５
３
兆
円
へ
と
膨

れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
大
企
業
の
税
負
担

が
軽
く
、
企
業
・
団
体
献
金
の
97
％
が
自

民
党
に
渡
る
と
い
う
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
を
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

消
費
税
を
な
く
す
大
田
六
郷
の
会

六郷の会宣伝 雑色駅前

政
府
と
石
破
首
相
は
「
消

費
税
は
社
会
障
の
た
め
」

と
言
い
ま
す
が
、
社
会
保

障
は
改
悪
の
連
続
で
す
。

国
民
の
命
に
直
結
す
る
病

床
を
削
減
す
る
た
め
の
給

付
金
に
消
費
税
収
が
使
わ

れ
、
物
価
や
賃
金
の
上
昇

よ
り
も
年
金
支
給
額
を
低

く
抑
え
る
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
で
は
１
１
０
の
国
・

地
域
が
付
加
価
値
税
（
消

費
税
）
の
減
税
に
踏
み
込

み
だ
し
て
お
り
、
減
税
で

き
な
い
と
言
う
、
政
府
の

言
い
訳
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

消
費
税
５
％
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止

の
実
現
は
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
大
軍

拡
に
財
政
面
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

力
に
な
り
ま
す
。

大
企
業
の
法
人
税
実
質
負
担
率
は
中

小
企
業
の
半
分
で
す
。
所
得
が
１
億
円

を
超
え
る
と
負
担
率
が
軽
く
な
る
「
１

億
円
の
壁
」
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

税
制
を
正
せ
ば
58
兆
円
も
の
財
源
が

生
ま
れ
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
し
な
が

ら
、
消
費
税
を
廃
止
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

参
院
選
挙
で
国
民
の
審
判
が
下
り
ま

し
た
。
す
べ
て
の
野
党
が
公
約
し
消
費

税
減
税
減
税
を
実
現
す
る
た
め
に
来
る

べ
き
国
会
で
減
税
実
現
へ
！

国
民
の
希
望
に
応
え
る
政
治
を
！

署名をお願い


